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１．開発背景

建設費　　　　　 25.1 ％

企画設計費　　　 1 ％

保全費　　　　　 15.4 ％

修繕費　　　　　 6.1 ％

更新費　　　　　 5.2 ％

運用費　　　　　 21.2 ％

一般管理費　　 26.1 ％

運用費＝水道光熱費21.2％　

建築物のライフサイクルコスト

建築物のライフサイクルコストの中で運用費が大きな割合を占める。
その中でも冷暖房費の占める割合が大きい。
冷暖房費の削減には、ガラスから入り込む熱線、紫外線、赤外線をカットし
なおかつ、照明の使用を抑えるために可視光線は出来るだけ透過させる。
そうすることにより、冷暖房エネルギーを１５～２５％カット、同時に紫外線を
カットし家具、調度品、室内の人間を守り、蛾などの虫害を防ぐ。
CO2排出削減、エネルギー削減、産廃の削減をするコーティング材の作成。

可視光は透過させ
紫外線と赤外線は
カットする



  

2.商品説明

夏 冬

夏は室内
の設定温度を
２℃～　４℃
上げられます

冬は室内
の設定温度を
２℃～　４℃
下げられます

商品セット

・IRUV〈熱線、紫外線〉
・カットリスタ
・プライマー
・剥離材
・剥離材中和剤
・油膜とり〈Ｅパワー ハード〉

☆皮膚に害があるといわれている
　　　紫外線を９８％以上カット
　<夏場>
　　太陽からの赤外線を９３％カット
　　室内エネルギーロス１５～２５％削減
　<冬場>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　室内からの遠赤外線を９３％カット、　　
　　室内エネルギーロス１５～２５％削減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆無機系で長期耐久性



  

３．特長

紫外線カット率、赤外線カット率
耐久性、
現在製造販売されている
熱線紫外線カット剤では
トップレベルの性能

赤外線遮断率　９３％以上
可視光透過率　７５％以上
紫外線遮断率　９８％以上

施工前 施工後

　フロートガラス６mm フロートガラス６mm　IRUVカットリスタ塗布後

紫外線 紫外線

可視光線 可視光線

赤外線 赤外線

透過率55.9％ 透過率2％以下

透過率88％

透過率85％

透過率75％以上

透過率7％以下



  

４．施工写真



  

５．データ－１
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５．データ－２
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6.まとめ
CO２排出削減、エネルギー削減は地球の環境を守
り、次世代に渡すべき早急に取り組むべき課題で、
現に、欧米では活発な動きを見せており、CO２排出
量を証券化しての売買も行われています。

日本でも、CO２排出削減は、ここ数年、大手企業か
ら始まり中小企業に広がりを見せております。

ナノ技術は日本がトップレベルです。

IRUVカットリスタで
　　　紫外線、熱線をカットして
　　　　　省エネルギー、経費削減、ＣＯ２削減を！！
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